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１．１．カテカの軽量コンクリート

供給形態
① 主に二軸ミキサーに対応

生コン混練→運搬→打設

本コンクリートは、かつてのスーパメサライトやGライト骨材の
代替骨材を採用し、簡易型ミキサを用いての現場練りも可
能とした人工軽量骨材コンクリートです。

② 平板式ミキサー又は軽量移動型ミキサー対応

プレミックス品を使用し現場混練→打設

圧縮強度

単位容積質量 比重 0.9 ・ 1.2 ・ 1.4

30N／mm2
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カテカ軽量コンクリート

●「軽量８０」で施工したポンツーンの耐久性

1999年、長崎県島原港で船の係留に使用される
超軽量コンクリート製ポンツーン(浮き桟橋)

幅３ｍ×長さ１２ｍ×高さ１．２ｍ

2010年、10年以上を経た今で、クラック･吸水も殆

ど見られず、高い耐久性・耐候性が発揮されてい
る。
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２．カテカの軽量コンクリート（カテコン）概要 
 
2.1 従来の軽量コンクリートとカテコンの相違 
  通常のコンクリートは一般には砂利、砂にセメントを混合し、調合したも

ので、いずれにしろ 1 ㎥当り約 2.4ton の重量があります。 
  そのため、従来は骨材に砂利、砂に変えて人工骨材（商品名メサライト）

を使用し、比重を軽くした軽量コンクリートが使用されております。 
  但し、現状での軽量ｺﾝｸﾘｰﾄは比重 1.8 程度で強度が 30N／mm2 が市販され

ております。しかし、最近では以前に比べ、軽量コンクリートの利用は非

常に少なくなっております。その欠点理由としては、 
１） 普通コンクリートに比べコストが 2 倍以上になること。 
２） 吸水率が高く冷害地等での凍結によるコンクリートの爆裂被害があ

ること。 
３） 施工にポンフﾟ圧送が使用出来ないこと。 
の欠点があり、軽量コンクリートの種々の長所を上回っている為と考え

られます。 
軽量コンクリートの長所は 
１） 構造用軽量コンクリートを使用した場合の重量軽減による基礎構造､

躯体構造の低減が出来ること。 
２） 断熱性に優れていること。 
が上げられます。 

しかし、従来の軽量コンクリートの最も大きな欠点は、吸水率が高く、経

年で本来の断熱性が損なわれ、荷重増加や、冷害地等における凍結融解

による事故等があることです。 
カテカのカテコンは先ず吸水率が非常に少なく（浮き桟橋での 10 年以上

の実績）、その為に高度な断熱性能が確保出来、建設後の経年での荷重増

加等が全く無いことです。 
当然、冷害地等における凍結事故等はありません。 
構造的強度が従来の軽量コンクリート強度 30N／mm2に比べ、2 軸ミキサ

ーで調合を行った場合 50N／mm2 程度が確保出来ること等が挙げられま

す。欠点の１）、３）に付いては今後の課題であると考えます。 
 
2.2 構造用コンクリートとしてのカテコン利用について 
  従来の軽量コンクリートに比べ、超軽量（比重 0.9～1.5 程度）の比重が確

保出来、又、構造強度の高い（30～50N／mm2）強度を得る為、耐震補強

のｺﾝｸﾘｰﾄ打ち増（既存の基礎負担を軽減できる）や、経年で破損した高架



道路の修繕(既存柱、梁への負担軽減、既存の橋梁の架け替え等（従来の橋

幅の増設等）での既存基礎部分の再利用、従来の鋼製浮き桟橋のﾒﾝﾃﾅﾝｽ（錆

止め処理等）低減、低温倉庫又は冷蔵庫等が提言出来ます。 
 

              

        

        

       
 

        

        

        

        

        

        

        

        

        

軽量Ａ 単位容積質量 1.2  28 日強度＝61N/ mm2 以上 

図 １ カテコン・カテモルの比重と強度 

 
写真 １  水に浮くコンクリート、カテコン 80 
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表１ 軽量コンクリートの例と市販品との比較 

物性項目 

超軽量 

カテコン

80 

（浮体用）

軽量 

カテコン

120 

軽量 

カテコン

150 

軽量１種別

（市販品）

気乾単位容積質量

（k / 3）

900 1,200 1,500 1,900 

設計基準強度（N/mm2） 21.0 21.0 36.0 21.0 

圧縮強度（N/mm2） 27.0 30.0 49.0 32.0 

曲げ強度（N/mm2） 2.3 3.0 4.5 4.0 

諸 

強 

度 

引張強度（N/mm2） 1.6 2.0 2.9 2.8 

 



 

 

３．二次製品に用いる超軽量高強度コンクリート「カテコン」 

 
3.1 二次製品としてのカテコン 

工場生産の二次製品では種々の製品化が考えられます。多少従来の軽量コンクリートや ALC

等の発砲モルタルに比べコストが高くなっても、超軽量で高強度の吸湿性の無いカテコンは非常

に利用価値があると考えます。 

1）プレハブ住宅、小規模店舗での利用 

住宅や小規模店舗等にプレハブ化した構造躯体に利用した場合、先ず高強度の調合による

PC で壁、スラブ、屋根等を製作した場合には、通常の鉄筋コンクリート製の躯体に比べ、

基礎部構造の低減、免震や制震構造部の低減、高断熱性能の確保等によるハイクオリティー

プレハブを耐火建築仕様で提供出来ます。 

２）ウオータージェット切断で製作したカテコン板 

上記を利用した OA フロアー、トイレブース、住宅用不燃簡易間仕切り等が提供出来ます。 

３）ビル用外壁の PC 板 

従来の外壁カーテンウオールに比べ軽量で強度のある PC 板を提供出来ます。 

 
 
3.2 カテコンの概要 

二次製品に用いる「カテコン」とは、絶乾骨材や低含水骨材（骨材中に少量の水分を含んで

いる状態の骨材のこと）を使用する軽量コンクリート。従来の湿潤（プレウェッティングなど）

骨材の軽量コンクリートに比べ、より軽量、高強度かつ耐久性が優れているコンクリートです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

また「カテコン」は、特別な材料やオートクレーブ等の養生方法を用いることなく、従来の方法

で製造することができます。 

二次製品としては、PC 受圧板、カーテンウォール、PC 柱･梁等があり、二次製品は攪拌から打

設するまでの時間を極めて短く設定することができます。 

建設工事 

トータルコスト 

の低減 

部材性能の向上

意匠･構造設計

の見直し 

施工技術・方法 

の見直し 

ハイブリット化

施工方法の開発

部材の 

軽量・高強度化

カテコンによるメリット

● 部材断面の縮小 

● 基礎規模の縮小 

● 楊重機の小型化 

● 耐震性能の向上 

● 運搬費用の削減 

カテコン研究の位置付け 



１）PC 受圧板用「カテコン」 

絶乾骨材と低含水の人工軽量骨材を混練することで単位容積質量を 1.6 t/m3 まで低減し、

かつ 50 N/㎜ 2 を超える圧縮強度を保持した軽量コンクリートです。 

２）メサライトを用いた「カテコン 150」 

メサライト骨材＋普通ポルトランドセメント系軽量コンクリートで、単位容積質量は 1.5 

t/m3、設計基準強度は 36.0N/㎜ 2 以上あります。超高層ビルのカーテンウォール用とし

ては勿論、構造部材としても十分対応が可能です。 

３）「カテコン 120」 

ガラス再生品（細骨材）＋早強ポルトランドセメント系軽量コンクリートで、気乾単位容積

質量 1.2 t/m3、設計基準強度 21.0N/㎜ 2 以上あり、「カテコン 150」より更に軽量化を

図れます。また、資源節約型・社会環境保全型でもあります。 

 

 

3.3「カテコン」の特徴 

●フレッシュコンクリートの特徴 

  フレッシュ時は、粗骨材が浮くことなく、ワーカビリティーに富み、普通コンクリートと同

様にバイブレーターが使用でき、施工性は良好です。また。左官仕上げ性にも優れています。 

 
ρ＝1.1 σ28＝25N SL：打設時 24.5 ㎝、46 分後 22.5 ㎝、流動化が可能 

 

●硬化コンクリートの特徴 

  「カテコン」は混練時に骨材の吸水作用が生じますが、分散性の高い混和剤を用いることで

施工性はよく、硬化時のひび割れも生じなくなります。その結果、実質的な水セメント比が

小さくなるため、軽量かつ高強度なコンクリートとなります。 

PC 受圧板用「カテコン」は比重、強度、耐久性などは普通コンクリートに比べて同等以

上の性能を有しています。 



 

メサライト骨材＋普通ポルトランドセメント系軽量コンクリートの「カテコン 150」、 

ガラス再生品（細骨材）＋早強ポルトランドセメント系軽量コンクリートの「カテコン 100」

は、比重・強度・熱・音・耐久性等は軽量コンクリート１種に比べて同等以上の性能を有して

おり、特に凍結融解抵抗性に優れ、寒冷地での適応も可能です。 

更に熱伝導率が小さいので、断熱性に優れており、断熱材を削減することができます。 

 

尚、本コンクリートは、JIS A 1304「建築構造部分の耐火性能試験方法」による 1 時間

の耐火試験条件を満たしています。 

 

表 1 絶乾と低含水メサライト、メサライトと超軽量骨材を用いた 

カーテンウォール用「カテコン」の物性例一覧 

物性項目 カテコン 100 カテコン 150 軽量 1 種の例 

気乾単位容積質量(t/m3) 1.2 1.5 1.9 

設計基準強度(N/㎜ 2) 21.0 36.0 21.0 

圧縮強度(N/㎜ 2) 30.0 49.0 32.0 

曲げ強度(N/㎜ 2) 3.0 4.5 4.0 

引張強度(N/㎜ 2) 2.0 2.9 2.8 

タイル付着強度(N/㎜ 2) 2.1 2.3 1.8 

諸 

強

度 

静弾性係数(N/㎜ 2) 0.98×104 1.80×104 1.80×104 

熱伝道率(Kcal/mh℃) 0.31 0.36 0.78 

熱 熱貫流抵抗(m2h/Ｋcal) 

タイル先付け 150 ㎜厚 
0.63 0.47 0.34 

音 
透過損失 

タイル先付け 50 ㎜厚 500Hz 
46 47 49 

乾燥収縮率 7.2×104 5.2×104 8.0×104 

促進中性化 
材齢 13 週 

中性化深さ 1 ㎜以下 

材齢 26 週中性

化深さ約 10 ㎜

耐

久

性 凍結融解抵抗性 

(タイヤル数/相対動弾性係数％)

300 サイクル

98％以上 

300 サイクル 

95％以上 

180 サイクル

60％程度 

                                   (当社比較データ)  
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